
リフィル処方箋でさらに節約

　ジェネリック医薬品は、新薬（先発医薬品）と同じ有効成分を使っており、品質、効
き目、安全性は同等です。
　新薬は長い年月と莫大な費用をかけて開発されますが、特許期間が切れたあと、同じ
有効成分を使ったジェネリック医薬品が製造・販売されるようになります。新薬に比べ
て開発期間・費用が少ないため、価格を安くできるのです。
※2024年10月から、新薬を選ぶと、ジェネリック医薬品との差額の一部が自己負担になる場合があります。

　ジェネリック医薬品は国で定められた厳しい試験をクリアしており、さらに服用しや
すいように大きさや味・香りなどを改良したものもあります。

　処方箋の「リフィル可」欄にレ点が記入されてい
れば、リフィル処方箋として使用できます。リフィ
ル処方箋は、医師が可能と判断した場合に発行され、
繰り返し（３回が上限）使用できる処方箋です。
　処方箋をもらったら確認してみましょう。
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